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　「
洞
窟
遺
跡
」と
は
、
岩
を
屋
根
の
代
わ
り

に
し
て
人
が
利
用
し
た
遺
跡
の
こ
と
で
、
洞

窟
で
の
暮
ら
し
や
文
化
の
移
り
変
わ
り
を
知

る
上
で
重
要
な
遺
跡
で
す
。
本
市
に
は
国
内

最
多
と
な
る
31
も
の
洞
窟
遺
跡
が
あ
り
、
そ

の
中
で
も「
福
井
洞
窟
」や「
泉
福
寺
洞
窟
」

は
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
洞
窟
遺
跡
に
は
、
谷
や
崖
の
多

い
本
市
特
有
の
自
然
地
形
を
生
か
し
て
、
巧

み
に
生
き
抜
い
た
独
創
的
な
歴
史
が
残
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
洞
窟
遺
跡
か
ら
は
石
器
以

外
に
も
、
普
通
は
残
り
に
く
い
人
骨
な
ど
が

出
土
し
て
お
り
、
当
時
の
人
や
暮
ら
し
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
文
化
財
を「
佐
世

保
市
の
宝
」と
し
て
後
世
に
保
存
・
継
承
し

て
い
く
た
め
、
文
化
財
を
通
し
た
歴
史
学
習

や
地
域
学
習
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
こ
と
し

4
月
28
日
に
は
福
井
洞
窟
を
中
心
と
し
た
旧

石
器
時
代
か
ら
縄
文
時
代
の
暮
ら
し
を
テ
ー

マ
と
し
た「
福
井
洞
窟
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」を

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
住
む
地
域
に
も
た
く
さ
ん
の
洞

窟
遺
跡
が
あ
り
ま
す
の
で
、
一
度
足
を
運
ん

で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

22 大悲観岩陰（市指定史跡）

「
31
」の
洞
窟
遺
跡
が
あ
る
ま
ち 

佐
世
保

洞窟遺跡の分布図
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 直谷岩陰19  橋川内洞窟（市指定史跡）17

市
内
に
あ
る
洞
窟
遺
跡

❶
杉
ノ
尾
洞
穴（
柚
木
元
町
）

❷
上か
み
す
み
と
こ

炭
床
岩
陰（
柚
木
元
町
）

❸
池
野
谷
洞
穴（
松
瀬
町
）

❹
岩
下
洞
穴（
松
瀬
町
）

❺
泉
福
寺
洞
窟（
瀬
戸
越
1
丁
目
）

❻
大
門
洞
穴（
瀬
戸
越
3
丁
目
）

❼
菰
田
洞
穴（
菰
田
町
）

❽
下
本
山
岩
陰（
下
本
山
町
）

❾
牽け
ん
ぎ
ゆ
う
ざ
き

牛
崎
洞
穴（
日
野
町
）

　中
通
洞
穴（
中
通
町
）

　龍
神
洞
穴（
福
石
町
）

　天
神
洞
穴（
天
神
町
）

　岩
谷
口
第
2
岩
陰（
世
知
原
町
笥や
な
ぜ瀬

）

　岩
谷
口
第
1
岩
陰（
世
知
原
町
岩
谷
口
）

　中
谷
洞
穴（
世
知
原
町
岩
谷
口
）

　長
谷
洞
穴（
世
知
原
町
岩
谷
口
）

　
　
橋
川
内
洞
窟（
吉
井
町
橋
川
内
）

　福
井
洞
窟（
吉
井
町
福
井
）

　直
谷
岩
陰（
吉
井
町
直
谷
）

　不
動
明
王
谷
岩
陰（
吉
井
町
直
谷
）

21
牧
ノ
岳
洞
穴（
吉
井
町
直
谷
）

22
大
悲
観
岩
陰（
小
佐
々
町
小
坂 

大
悲
観
公
園
内
）

23
上
直
谷
岩
陰（
吉
井
町
直
谷
）

24
山
ノ
田
禅
門
岩
洞
窟（
江
迎
町
乱
橋
）

25
高
岩
洞
穴（
江
迎
町
乱
橋
）

26
前
田
岩
陰（
江
迎
町
赤
坂
）

27
長
谷
禅
門
岩
陰（
江
迎
町
赤
坂
）

28
屋
敷
ノ
元
岩
陰（
鹿
町
町
鹿
町
）

29
禅
門
岩
洞
穴（
鹿
町
町
船
ノ
村
）

30
石
屋
洞
穴（
江
迎
町
乱
橋
）

31
大
古
川
岩
陰（
上
柚
木
町
）

※
順
不
同
。
　
は
跡
地
。
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させぼ洞窟遺跡探検マップ
主要な洞窟遺跡 23 カ所
を紹介しています。10
ページには洞窟探検の心
得をお知らせしています。
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❽ 下本山岩陰（県指定史跡）❾ 牽牛崎洞穴

　全
国
に
あ
る
約
7
4
0
カ
所
の
洞
窟
遺

跡
の
う
ち
、
本
市
に
は
31
カ
所
の
洞
窟
遺
跡

が
あ
り
、
そ
の
数
は
日
本
一
を
誇
り
ま
す
。

洞
窟
遺
跡
は
古
代
の
人
々
の
暮
ら
し
や
文
化

の
移
り
変
わ
り
を
知
る
上
で
貴
重
な
遺
跡
で

あ
り
、
多
く
の
洞
窟
遺
跡
を
持
つ
本
市
は
考

古
学
的
に
み
て
も
重
要
な
地
域
で
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　今
回
の
特
集
で
は
、
洞
窟
ガ
イ
ド
人
に
よ

る
福
井
洞
窟
な
ど
の
歴
史
を
ひ
も
と
く
市
内

各
地
域
の
洞
窟
遺
跡
の
紹
介
や
、
洞
窟
遺
跡

関
連
の
本
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

 岩谷口第 2岩陰13

龍神洞穴（国指定名勝）11
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福井洞窟ミュージアム

　福井洞窟の出土品などの国指定重要文化財を展示してい
る「福井洞窟ミュージアム」。福井洞窟とその発掘現場を再
現した原寸大のジオラマや、発掘現場から採取した高さ約
6mの地層の剥ぎ取り資料は同ミュージアムのシンボルで、
人類の歴史を深く学ぶことができる施設です。
開館時間　　9時～ 17時（最終入館時間は 16時 30分）
休 館 日　　毎週月曜（祝日の場合は次の平日）、年末年始

（12月 29日～ 1月 3日）
場 所　　吉井町立石 473（吉井地区複合施設内）
料 金　　無料（レンタサイクルは有料・1時間300円～）

問福井洞窟ミュージアム　☎ 64-3830

半世紀ぶりの再発掘調査で新たに発見された出土品。
全国 11例目となる旧石器時代の出土品の指定

（令和 2年 9月 国重要文化財指定）

いざ、フィールドへ！史跡「福井洞窟」へ行こう

　史跡「福井洞窟」は、本市から松浦市へ抜ける県道沿いの、
福井洞窟ミュージアムから約 4kmの場所にあります。音
声ガイドアプリ「福井洞窟WEBガイド」では、福井洞窟の
ことや周辺エリアを含む見学コース、アクセス方法などを
紹介・解説していますので、どうぞご利用ください。
見学時間　　9時～ 17時（年末年始を除く）
場 所　　吉井町福井 1013
料 金　　無料　※駐車場あり。

問文化財課　☎ 24-1111

福井洞窟WEBガイドは
右の画像からご覧ください。

福井洞窟ミュージアムの詳細
は右の画像からご覧ください

福井洞窟

0606

国
指
定
史
跡

福
井
洞
窟

洞
窟
遺
跡
特
有
の
細
か
な
地
層
が
5
・

5
ｍ
も
堆
積
す
る
と
い
う
特
徴
を
持
つ

福
井
洞
窟
は
、
福
井
川
の
浸
食
に
よ
っ

て
形
成
さ
れ
た
砂
岩
の
洞
窟
で
す
。

　
昭
和
30
年
代
に
行
わ
れ
た
発
掘
調
査

で
は
、
地
表
か
ら
深
さ
約
6
ｍ
の
岩
盤

ま
で
が
発
掘
さ
れ
、
旧
石
器
時
代
に
使

わ
れ
て
い
た「
細さ
い
せ
き
じ
ん

石
刃
」と「
縄
文
土
器
」

が
同
じ
地
層
か
ら
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
両
者
は
同
じ
地
層
に
共
存
し
な
い

と
い
う
そ
れ
ま
で
の
定
説
を
覆
す
発
見

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
最
下
層
か
ら

は
石
器
が
出
土
し
、
3
万
年
を
超
え
る

日
本
最
古
の
旧
石
器
と
考
え
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
発
見
に
よ
っ
て
、
旧
石

器
文
化
か
ら
縄
文
文
化
へ
移
り
ゆ
く
様

子
を
今
に
伝
え
る
貴
重
な
遺
跡
で
あ
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
、昭
和
53（
1
9
7
8
）

年
に
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
24（
2
0
1
2
）年
か
ら
半
世
紀

ぶ
り
に
行
わ
れ
た
発
掘
調
査
で
は
、
土

器
や
細
石
刃
な
ど
約
7
万
点
が
新
た
に

発
見
さ
れ
、
旧
石
器
時
代
の
洞
窟
遺
跡

と
し
て
国
内
初
と
な
る
炉ろ
あ
と跡（
た
き
火
の

跡
）が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
に
よ
っ
て
、
長
い
年
月
の

経
過
と
と
も
に
洞
窟
の
形
が
変
わ
っ
た

こ
と
や
、
気
候
の
変
化
に
伴
い
生
息
す

る
動
植
物
の
他
、
そ
こ
に
住
む
人
々
の

生
活
も
変
化
し
た
こ
と
な
ど
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
自
然
災
害
に

よ
る
洞
窟
の
劇
的
な
変
化
に
も
負
け
な

い
当
時
の
人
の
暮
ら
し
ぶ
り
も
見
え
て

き
ま
し
た
。
な
お
、
調
査
で
見
つ
か
っ

た
出
土
品
6
3
0
点
は「
旧
石
器
時
代

か
ら
縄
文
時
代
の
石
器
群
の
変
遷
と
、

縄
文
土
器
出
現
期
の
様
相
を
知
る
上
で
、

極
め
て
高
い
学
術
的
価
値
が
あ
る
」と
評

価
さ
れ
、
令
和
2（
2
0
2
0
）年
に
国

の
重
要
文
化
財（
有
形
文
化
財
・
美
術
工

芸
品
・
考
古
資
料
）に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
福
井
洞
窟
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、
発
掘

調
査
の
成
果
を
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

福井洞窟ミュージアム
学芸員

小林  祐子  さん

洞窟ガ
イド人

「
旧
石
器
か
ら
縄
文
へ
」

　洞
窟
が
語
る
文
化
の
移
り
変
わ
り



　
岩
下
洞
穴
は
、
大
野
小
学
校
か
ら
世

知
原
へ
抜
け
る
道
中
に
あ
り
ま
す
。
標

高
が
高
く
、
南
向
き
の
日
当
た
り
が
良

い
と
こ
ろ
で
、
バ
ス
停「
岩
下
洞
穴
前
」

が
目
印
で
す
。

　
昭
和
39（
1
9
6
4
）年
、
久
村
貞
男

さ
ん
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
、
4
回
の
発

掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
約

1
万
年
か
ら
8
千
年
前
の
縄
文
時
代
早

期
と
約
7
千
年
か
ら
6
千
年
前
の
縄
文

時
代
前
期
の
内
容
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

　
縄
文
時
代
早
期
の
遺
物
で
最
も
多

か
っ
た
も
の
は
石せ
き
ぞ
く鏃
な
ど
の
狩
猟
具
で

し
た
。
ま
た
、
多
く
の
土
器
や
持
ち
運

び
が
で
き
な
い
石
皿
な
ど
も
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
人
々

が
定
住
し
た
、
狩
猟
採
集
民
の
拠
点
的
な

遺
跡
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
洞
穴
か
ら
は
、
埋
葬
人
骨
が
29
体
出

土
し
ま
し
た
。
こ
れ
ほ
ど
の
縄
文
人
骨

が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た
遺
跡
は
、
岩

下
洞
穴
を
含
め
て
全
国
で
3
カ
所
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
出
土
し
た
人
骨
は
、

平
成
22（
2
0
1
0
）
年
か
ら
平
成
27

（
2
0
1
5
）年
ま
で
国
立
科
学
博
物
館

で
修
復
と
再
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
こ

の
修
復
と
再
調
査
に
よ
っ
て
、き
ゃ
し
ゃ

な
体
形
で
あ
り
下
本
山
岩
陰
の
縄
文
前

期
人
と
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
こ
と
や

食
べ
て
い
た
物
、
30
歳
に
満
た
な
い
短

命
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
新
た
に
分
か

り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
人
骨
は
、
西
北

九
州
の
縄
文
早
期
人
の
形
質
を
知
る
上

で
大
き
な
成
果
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
炉ろ
あ
と跡
な
ど
が
集
中
す
る
場
所

と
埋
葬
の
場
所
が
分
か
れ
て
お
り
、
生

者
と
死
者
の
場
所
が
区
別
さ
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
岩
下
洞
穴
は
、
人
類
学
を
研
究
す
る

上
で
も
重
要
な
遺
跡
で
あ
る
と
言
え
ま

す
。
相
浦
谷
は
１
万
年
以
上
の
人
の
営

み
が
分
か
る
魅
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

県
指
定
史
跡  

岩
下
洞
穴

最新科学で復元された縄文人骨 発掘調査に携わったメンバー
（前列中央左：國學院大學 麻生優氏・1965年撮影）

磨製石槍 5本を副葬した人骨

洞窟ガ
イド人

東京大学
総合研究博物館 教授
海部  陽介  さん

09

30
体
近
い
縄
文
人
骨
が
出
土
し
た

　
　
　
　全
国
屈
指
の
人
類
遺
跡

08

4
つ
の
洞ほ
ら
あ
な穴
が
横
に
連
な
っ
て
構
成

さ
れ
て
い
る
泉
福
寺
洞
窟
は
、
佐
世

保
工
業
高
校
の
近
く
に
あ
る
住
宅
街
に

ひ
っ
そ
り
と
た
た
ず
ん
で
い
ま
す
。

　
昭
和
44（
1
9
6
9
）年
に
大
野
中
学

校
の
生
徒
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
泉
福

寺
洞
窟
は
、
昭
和
45（
1
9
7
0
）年
か

ら
10
年
の
歳
月
を
か
け
て
10
回
の
発
掘

調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
旧
石
器
時
代

か
ら
平
安
時
代
に
至
る
ま
で
の
遺
物
が

出
土
し
、
特
に
、
縄
文
時
代
初
め
頃
の

土
器
の
内
容
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
47（
1
9
7
2
）年
に
行
わ
れ
た

第
3
次
調
査
で
は
、
福
井
洞
窟
に
お
け

る
発
掘
調
査
の
成
果
か
ら
当
時
世
界
最

古
と
言
わ
れ
て
い
た「
隆
り
ゆ
う
き
せ
ん
も
ん

起
線
文
土
器
」

が
出
土
し
、
翌
年
実
施
さ
れ
た
第
4
次

調
査
で
は
、
よ
り
深
い
地
層
か
ら
豆
粒

を
貼
り
付
け
た
よ
う
な
模
様
を
持
っ
た

土
器「
豆
と
う
り
ゆ
う
も
ん

粒
文
土
器
」が
見
つ
か
り
ま

し
た
。
当
時
の
年
代
測
定
の
結
果
、
約

1
万
2
千
年
前（
現
在
で
は
測
定
技
術

が
進
歩
し
、
約
1
万
6
千
年
前
）の
世

界
最
古
級
の
土
器
で
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
人
類
初
の
化
学
反
応
と
言

わ
れ
る
土
器
の
発
明
。
そ
の
土
器
の
起

源
が
日
本
に
あ
る
こ
と
を
世
界
に
示
し

た
の
で
す
。
発
掘
に
参
加
し
て
い
た
学

生
の
調
査
日
誌
か
ら
は「
今
日
は
特
筆

す
べ
き
事
件
が
あ
っ
た
」「
豆
粒
文
の

大
形
片
が
出
土
し
た
た
め
、
混
乱
の
う

ち
に
一
日
が
終
わ
っ
た
」な
ど
、
発
掘

現
場
の
興
奮
と
沸
き
立
っ
た
様
子
が
伺

え
ま
す
。
世
界
最
古
級
の
土
器「
豆
粒

文
土
器
」が
出
土
し
た
泉
福
寺
洞
窟
は
、

わ
が
国
に
お
け
る
縄
文
時
代
の
始
ま
り

を
示
す
遺
跡
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　
泉
福
寺
洞
窟
か
ら
出
土
し
た
5
万
点

以
上
の
遺
物
の
う
ち
、
石
器
1
9
5
6

点
、
縄
文
土
器
8
個
体
分
は
平
成
8

（
1
9
9
6
）年
に
国
の
重
要
文
化
財

（
考
古
資
料
）に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
指
定
史
跡  

泉
福
寺
洞
窟

発掘調査の様子
（第 4次調査：1973年）

泉福寺洞窟出土品
（豆粒文土器・レプリカ）

発掘調査に参加していた学生の調査日誌

佐世保市文化財審査
委員会　委員長
久村  貞男  さん

洞窟ガ
イド人

世
界
最
古
級
の
土
器

「
豆
粒
文
土
器
」が
出
土
し
た
遺
跡
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移住 PR冊子「佐世保じかん」を発行しました

　「佐世保暮らし」の魅力を発信し、本市への移住
を PR するため、平成 28 年度から年に 1回発行し
ている「佐世保時間」。今回は「わたしとつながる街 
sasebo」をテーマに、街やグルメ、自然など、さま
ざまな視点から佐世保の魅力を紹介します。
　また、ことしは特に「記事」と「動画」を連動させ、
移住者や市内に住む皆さんのインタビュー、さまざ
まな移住支援の取り組みなど、冊子の中に収まりき
れなかった佐世保の魅力を動画サイト「YouTube」
で公開しています。
　「佐世保時間」はふるさと納税に寄付をされた皆さ
まに返礼品カタログと一緒に送付するほか、首都圏
のアンテナショップなどでも配布しており、市内で
は各公共施設などに設置し、町内会等でも回覧する
予定です。さらにことしは「佐世保をより好きになっ
て、住み続けたい」と感じていただけるように、市
内の大学生や高校生にも配布します。佐世保の魅力
がたくさん詰まった冊子となっていますので、動画
と合わせてどうぞご覧ください。

問い合わせ　秘書課　☎ 24-1111

「記事」と「動画」で佐世保の魅力を紹介‼

リモートでつながる

自然とつながる路地裏でつながる

WEBでつながる

市内の主な設置場所

●市役所、中央保健福祉センター
玄関案内
●各支所、各地区コミュニティセ
ンター
●佐世保観光コンベンション協会
（JR佐世保駅構内）
●九十九島パールシーリゾート
（海きらら玄関）
●市内各宿泊施設・飲食店　など
※部数に限りがありますので、ご
了承ください。
※町内会等には 10月ごろに回覧
を予定しています。
※市内の大学生、高校生には学校
を通じて配布します。

冊子はこちら
からご覧に
なれます

記事と連動した動画は
こちらからどうぞ

10特集に関する問い合わせ　文化財課　☎ 24-1111

絵本「福井洞窟で旧石器時代に
タイムスリップ」

福井洞窟で見つけた不思議な石に触る
と旧石器時代にタイムスリップするお
話です。吉井北小学校の児童（令和元
年度卒業生）が自分たちの視点で作成
した福井洞窟のことを学べる絵本です。
市立図書館や各地区コミュニティーセ
ンターの図書館、福井洞窟ミュージア
ムで読むことができます。
※配布は行っていません。

させぼ洞窟遺跡探検マップ

市内に 31カ所ある洞窟遺跡のうち主要
な洞窟遺跡 23カ所を紹介。洞窟を探検
するときは5つの心得（①探検は天気の
良い日を選ぶ②履き慣れた運動靴を履
く③長袖・長ズボンを着用し、虫や蛇
に注意する④危険な場所には入らない
⑤遺跡や近隣の生態系を壊さない）を
忘れずに。文化財課や福井洞窟ミュー
ジアムなどで配布しています。
※在庫数に限りがあります。

佐世保市の文化財を探る。

 

市内を 10のエリアに区分し、エリア
ごとに文化財を紹介した冊子です。文
化財の所在地や見学用駐車場の有無、
最寄りの公共交通機関、連絡先、見学
の際の注意事項などを詳しくお知らせ
しています。文化財課や佐世保観光情
報センター（JR 佐世保駅構内）などで
配布しています。
※在庫数に限りがありますので、配布
は 1人 1冊としています。

佐世保市の洞窟遺跡を知る

第14回歴史の福井谷体験ツアー
日程　10月 30日（土）9時～ 15時 30分
場所　吉井町周辺
内容　吉井地区の文化財を巡るツアー
料金　中学生以上 1,500 円、小学生 1,000 円
　　　※小学生未満無料。
定員　10人（応募多数の場合抽選）
※申し込み方法など詳しくはお尋ねください。
問吉井エコツーリズムの会　☎090-9964-0930（前田さん）

福井洞窟ミュージアム  サポーター養成講座（第 1回）
日程　10月 30日（土）9 時～ 15時 30分
場所　吉井町周辺
内容　福井洞窟ミュージアムでボランティア活動を行うサ

ポーターの養成講座 (全 4回）
※ 1回目は上記ツアーに参加予定。

料金　1,500 円　定員　10人（応募多数の場合抽選）
※申し込み方法など詳しくはお尋ねください。

問福井洞窟ミュージアム　☎ 64-3830

福井洞窟ミュージアム開館記念イベント

福井洞窟ミュージアムの開館を記念するとともに、福井洞
窟の学術的価値と関連遺跡について、広く皆さんにお知ら
せするため、記念講演会および企画展示会を開催します。

開館記念講演会「人類史の中の福井洞窟」
日程　来年 2月 20日（日）
場所　吉井地区コミュニティセンター
内容　記念講演、地域の取り組み発表など
対象　県内在住の人（吉井地区住民を優先）
※申し込み方法など詳しくは決定次第、市ホームページな
どでお知らせします。

問福井洞窟ミュージアム　☎ 64-3830

洞窟遺跡を体験して学ぶ
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